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コロナ禍の日本社会：「社会データ」へ
の注目が高まる
• 例1 2020年10月の国勢調査、調査員集めから回収に至るまで，

様々な苦労があった。
• 公的統計調査の重要性の再認識、
• あるいはそれを支える基盤がむしばまれたことに関するショック

• 例2 繁華街・主要駅等への人出（人流の状態）を知るための
携帯電話位置情報データの活用

←（ソーシャル・）ビッグデータという語への注目度
• 例3 厚生労働省がLINEの協力を得て，2020年8月までに5回実

施した（スマートフォン利用の）ウェブ調査「新型コロナ対策
のための全国調査」
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データサイエンス共同利用基盤施設
（DS施設）について
• データサイエンスの推進を通じて，科学の発展や社会のイノ

ベーションへの貢献を目指す
https://ds.rois.ac.jp/

• 2016年4月に情報・システム研究機構下に，新しいタイプの共
同利用のための組織として設置（施設⾧ 藤山秋佐夫）

• 「データ共有支援」型の4センター ←本センター
• 「データ解析支援」型の2センター

• おかげさまで…
• 第3期の6年間でほぼ順調に活動，知名度も向上？
• 1/27には「第2回成果報告会」
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データサイエンス共同利用基盤施設
http://csds.rois.ac.jp/ 2016年4月発足
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組織と推進する事業：データ共有支援、デー
タ解析支援
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推進する事業（続）

• 人材育成事業
• OJTによるデータサイエンス人材の育成
• データサイエンス教育人材（DS教員）養成事業（パイロッ

ト事業として推進中）
→統計数理研究所「大学統計教員育成センター」と緊密な連
携

• 公募型共同研究（ROIS-DS-JOINT ）
•一般共同研究
• 共同研究研究集会
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社会データ構造化センターの概要

• 「データ共有支援」型のセンター
• 社会調査データや公的ミクロデータやソーシャルビッグデータ

を整備し、広範な活用に供することで各種の社会的課題の解決
のための実証的学問の促進、実証的データに基づく政策立案の
実現のための研究基盤を発展させることを目標にしています。

• 3つの（事業）グループで活動
• 社会調査関連（事業）グループ
• 公的ミクロデータ（事業）グループ
• ソーシャル・ビッグデータ（事業）グループ

• 共通課題も（社会データを巡るコンプライアンス）
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センターの概要 http://csds.rois.ac.jp/
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2022年2月 HPをリ
ニューアルしました



センターの体制
2022年2月1日現在

• 社会調査関連事業
• 准教授1，特任准教授1，特任助教1

• 公的ミクロデータ事業
• 教授（兼務）2，特任助教1，技術補佐員1

• ソーシャルビッグデータ事業
• 教授（兼務）1，特任専門員3

• 共通活動
• 特任研究員1，技術補佐員1

• 客員教員：教授3，准教授2
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本センターの公募型共同研究の状況
（2017年度～ 「一般共同研究」＋「共同研究集会」）
http://csds.rois.ac.jp/research/rois-ds-joint/
年度 社会データ構造

化センター
うち（国際
共同研究）

（社会調査
事業Ｇ）

（公的ミク
ロデータ
Ｇ）

（ソーシャ
ルビッグ
データＧ）

ＤＳ施設
全体

2017 7(5+2) 0 3 2(0＋2) 2 28(20+8)

2018 7(7+0) 1 4 1 2 39(30+9)

2019 10(10+0) 2 5 1 4 43(37+6)

2020 7(7+0) 2 6 1 0 33(33+0)

2021 8(8+0) 1 6 1 1 37(37+0)
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本シンポジウムのねらいと構成

第一部：社会データ構造化センターの活動報告
• 2022年度（まで）の本センターの活動を，第3期中期計画・中

期目標期間の6年間の活動を総括することを意識しながら紹介
• 開会挨拶＋センターの公募型共同研究概要
• ソーシャルビッグデータグループ
• 社会調査関連事業グループ
• 公的ミクロデータグループ

第二部：チュートリアル講演と討論（Ｑ＆Ａ）
個人情報保護法の最新改正を徹底解剖する
―社会データを利用した研究におけるコンプライアンスを念頭に―
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